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１－４ 次世代ネットワーク（ＮＧＮ）の国際標準化 

 

（１）国際標準化の重要性 

 

 ○ 技術革新やブロードバンドネットワークの進展に伴い、通信インフラの

ＩＰ化に対する電気通信事業者のニーズが増大している。海外でもＩＴＵ、

ＥＴＳＩ（欧州電気通信標準化機構）等において、従来の回線交換型のネ

ットワークに代わる、次世代のオールパケット型ネットワーク（次世代ネ

ットワーク：ＮＧＮ1）の標準化活動が活発化し、回線交換からＩＰへのネ

ットワーク技術の変革が世界的に進んでいる。 

 

○ 既存ネットワークからＮＧＮへの移行は、ネットワークを構成する通信

機器の市場等に大きな影響をもたらす可能性がある。ＮＧＮによる多様な

コミュニケーションを国際的にも円滑に実現するとともに、国際競争力を

確保し、国内外を問わず幅広い市場で普及させるためには、自らの技術を

国際標準（グローバル・スタンダード）に反映させることが必要であり、

製品やサービスの開発で先行するためにも、我が国の国際標準化への取組

み強化が重要である。 

 

 

（２）ＮＧＮの概要 

 

○ ＮＧＮは、ネットワーク上の各サービスの品質保証をした上での提供や

通信設備コストの低減を可能とするものであり、主な特徴は以下のとおり

となっている。 

  ① オールパケット型ネットワーク 

  ② 音声だけでなく映像やデータ等の広範なマルチメディアサービスを提

供 

  ③ ネットワークの品質やユーザの端末機器に応じてエンド・エンドのサ

ービス品質を保証 

  ④ 既存ネットワークとの相互運用性の確保 

  ⑤ ユビキタスなアクセス等の高度なモビリティを実現 

  ⑥ 固定網と移動網の融合に対応（完全シームレス通信の提供） 

  ⑦ サービスの独立な発展を許容する高速伝達網の上にサービスを構築す

るＮＧＮアーキテクチャ 
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図１－２１ ＮＧＮの特徴 

 

NGN転送機能

NGNサービス付与機能

Telephone Services
Data Services (WWW, e-mail, etc)

Video Services (TV, movie, etc)

Internet Protocol
(IP)

Anything & Everything

Everything
(Any & All Network technologies)

(Any/All Applications
e.g. voice , data , video)

“サービスストラタム“

“トランスポートストラタム“

（参考）ITU-T勧告Y.2011 次世代NWの一般原則と一般参照モデル

• 転送機能は、パケット型統合網を想定。

– 現在幅広く利用されているIPプロトコルが基本。
• サービス付与機能は、電話の基本・付加接続機能やWWW、ビデオ配信な
どのサービス固有機能を提供。

– 最初の検討対象は、IP電話やビデオチャット、TV会議を実現するセッション制御
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• NGN分離モデルにより、装置の柔軟な配備、独立発展する最新技術への対
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サービス付与機能と転送機能の分離
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図１－２２ ＮＧＮの機能構成 

 

 



 24

（３）我が国の対応状況 

 

○ ＮＧＮは、ＩＴＵ－Ｔの新会期（２００５～２００８年）における最も

重要な標準化課題であり、我が国も産学官が協力して取り組みを強化する

ことが必要である。 

国内の標準化体制は、情報通信審議会情報通信技術分科会ＩＴＵ－Ｔ部

会の中に次世代ネットワーク委員会を２００４年１月に設置し、ＮＧＮ標

準化に一元的に対応することとしている。さらに、同委員会の中に「ＮＧ

Ｎ－ＷＧ」を立ち上げて日本からの提案の増大を図っている。また、国内

標準化機関であるＴＴＣ（社団法人情報通信技術委員会）ではＮＧＮアー

キテクチャ専門委員会を設けている。同専門委員会に「ＮＧＮ アップス

トリームＳＷＧ」を設け、情報通信審議会と併せて一体的に運営を行うこ

とにより、ＮＧＮの国際標準化関係者が結集する場を整備している。 

 更に、日中韓ＮＧＮテストベッドの推進等、国際的な標準化協力も展開

している。 

 

図１－２３ ＮＧＮの標準化に関する国内体制 
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